
一般勘定

介護勘定

調整保険料収入
4,520万円 1.2%

その他
4億293万7千円 11.0％

その他
1億4,976万3千円 4.3%

収入 支出

その他
2,400万1千円 5.0%

その他
5万9千円 0.01%

収入 支出

介護保険収入
4億5,472万1千円
95.0%

介護納付金
4億4,360万1千円
99.99%

健康保険収入
32億1,832万6千円 
87.8%

保険給付費
18億8,396万6千円 
53.5%

納付金
14億1,368万6千円 
40.2%

保健事業費
7,111万6千円 2.0%

みなさんが病気
やけがをしたと
きの医療費や、
出産・傷病時の
手当金は保険給
付費から支出し
ています。

高齢者の医療費
として国に支出
しました。健保
財政にとっては
重い負担です。

みなさんの健康
維持・増進のた
めの費用です。
健診や特定保健
指導、禁煙支援
事業等に支出し
ました。

決算残金 1億4,793万2千円
残金は別途積立金として積み立て
ました

4億7,872万2千円
4億4,366万円
3,506万2千円

収入支出決算額

収入合計

支出合計

収入支出
差引額

　国に納める介護納付金は年々増加しており、2021年度は
不足分を介護準備金より繰り入れて対応いたしました。

2021年度

36億6,646万3千円
35億1,853万1千円
1億4,793万2千円

収入支出決算額

収入合計

支出合計

収入支出
差引額

決算のお知らせ

■�2021年度は収入がやや減少したことと、支出が増加したため、経常収支では赤字でありました
が別途積立金を繰入れることで、黒字決算となりました。

■�支出の増加要因は、新型コロナ流行によるPCR検査等の増加と傷病手当金の増加により保険給
付費が増加したこと、高齢者医療制度への納付金も増加したためです。

2021年度決算概要

収支差引額　147,932千円

　当健康保険組合の2021年度決算が2022年7月11
日の組合会において、可決されました。

保健事業実施状況

収 入

支出

科　目 2021年度
決算額（千円）

被保険者
1人当たり額（円）

健 康 保 険 収 入 3,218,326 545,017

調整保険料収入 45,200 7,655

繰 入 金 300,000 50,804

国庫補助金収入 7,370 1,248

財政調整事業交付金 29,363 4,973

雑 収 入・その 他 66,204 11,211

収 入 合 計 3,666,463 620,908

科　目 2021年度
決算額（千円）

被保険者
1人当たり額（円）

事 務 費 96,244 16,299

保 険 給 付 費 1,883,966 319,046

法定給付費（再掲） 1,863,843 315,638

付加給付費（再掲） 20,123 3,408

納 付 金 1,413,686 239,405

前期高齢者納付金（再掲） 625,275 105,889

後期高齢者支援金（再掲） 750,570 127,108

その他（再掲） 37,841 6,408

保 健 事 業 費 71,116 12,043

財政調整事業拠出金 45,109 7,639

そ の 他 8,410 1,424

支 出 合 計 3,518,531 595,856

　2020年から続く新型コロナウイルス感染症の流行
により、2021年度の健保財政も大きな影響を受けまし
た。新型コロナにかかる＊治療費等の増加もあり、保険
給付費全体の支出は増加、一方で収入は前年度よりもや
や減少し、別途積立金を繰入れることで何とか黒字決算
となりました。
　さらに、今後は団塊の世代が75歳を迎えて後期高齢
者が急増することによる支援金の増加等で、厳しい財政
状況となることが予測されています。
＊�新型コロナの治療費も他の疾病と同様、自己負担分以外は健康
保険から支払われており、公費負担となっているのは自己負担
相当額のみです。

　2020年度は、新型コロナによる影響で健診事業が十
分に実施できませんでしたが、2021年度は感染予防に
配慮しながら、健診受診率向上に努めました。ただ、コ
ロナ以前の状況までは回復しておらず、2022年度も引
き続き事業強化を図ります。また、コロナ禍ではありま
すがさらに積極的に保健指導等の事業も推進していき
ますので、みなさんも積極的にご活用ください。


